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美ら海を守る下水道の世界Inサンエー西原シティ 

事例の概要 

 多くの地域住民に下水道をＰＲするため、9月7日(日)の10時から16時まで大型商業施設（サンエー

西原シティ）にて下水道イベントを初開催した。 

 デザインマンホールの缶バッチ作成コーナー、顕微鏡による微生物観察コーナー、ツマラン管実験

コーナー、塗り絵コーナーなどの親子を対象にしたコーナーを始め、下水道クイズコーナー、下水道

由来の肥料等の配布コーナー、マンホールやマンホールトイレの展示などのコーナーを用意した。 

 特に、ツマラン管実験は「実験の様なものがあって、子どもたちにとって良かった。」といった声

が上がる程、評判が良く、小さい子どもに対して、下水道を知ってもらう良いきっかけとなった。 

 また、大型商業施設にて日曜日に開催したことにより、多くの住民に参加していただき、缶バッチ

作成コーナーにおいては、午前中で100個の缶バッチがなくなるほど人気だった。 

 買い物ついでの参加者が多く、広い世代に下水道に興味を持ってもらい、かつ、下水道について学

んでもらうことができた。 

 

エントリー事例の特徴 

 日曜日に大型商業施設にて開催することで、普段、下水道と関わることがない多くの県民が参加し、

広く広報を行うことができた。 

 また、子ども向けのツマラン管実験コーナー、大人向けの下水道由来の肥料配布コーナーなどを設

置することで、幅広い世代に下水道に興味を持ってもらい、さらに、大人向けと子ども向けで数種類

の問題用紙を用意した下水道クイズコーナーはパネルから答えを探す形式となっており、大人も子ど

も下水道について、詳しく知ってもらうことができた。 

付属資料の提出  あり ・ なし （どちらかに○） 

↑イベントポスター ↑見取り図 

↑ツマラン管実験 

↑顕微鏡で微生物観察 ↑缶バッチ作成子 ↑下水道由来の肥料配布 

子どもが大喜びで 

参加！職員は白衣で
雰囲気づくり♪ 

大人気で一時は長蛇の列が発生！ 配布開始2時間で配布終了！ 

↑マンホールトイレ 

各コーナー 


